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ヤブコウジ （藪柑子） 

㈱宮城県環境保全研究所 大柳雄彦 

 

厳しい寒さの中、山林の地表に青々と茂っているのがヤブコウジである。里山のスギ林

の林床に多く見られるが、海岸林の内部や奥山のブナ林の下

にも生育し、分布域はかなり広い。大崎八幡宮境内の老杉が

立ち並ぶ林床にもあちこちに群落を作っており、ちょうど今

が赤い実の見頃となっていて、冬枯れの景色に明るい彩を添

えている。 

漢字では藪柑子と書く。コウジとは11代垂
すい

任
にん

帝
てい

の御世、

田
た

道間
じ ま

守
も り

が常世の国から探し求めてきたコウジミカンのこ

とで、ヤブコウジの葉や実がこれと良く似ていることでつい

た名といわれる。古くから盆栽や庭園にも植えられ、俳諧では冬の季語としている。 

 

冬青き苔の小庭や藪柑子         小波 

藪柑子山めく庭のすみずみに       かな女 

祗王寺や雪にうづもる藪柑子       春霜 

 

文献によると、ヤブコウジは江戸時代に園芸品として扱われ、特に盆栽が異常な人気を

博し、高値で取引されていたようである。ところが不思議なことに、当時の句作例に盆栽

はおろか自生に関するものまで全く見当たらない。ヤブコウジが冬の季語として登場する

のは近世になってからで、上の句は、いずれも大正期以降の作である。赤い実の鮮やかさ

を歌った句として、「雪すこしとけて珊瑚かやぶこうじ」もある。 

話は変わるが、マンリョウ、センリョウと大金の名のつ

く植物がある。両種とも正式の和名で、赤い果実が美しく庭

園木や鉢植えにして鑑賞する。同じように赤く美しい実をつ

ける植物を、昔の貨幣単位になぞられて、カラタチバナを百

両、ヤブコウジを十両、ツルアリドウシを一両と呼ぶ。いず

れも実の大きさや美しさは大同小異であるから、この値ぶみ

は背丈の高さで決められたものらしい。因みに、センリョウ

はセンリョウ科、ツルアリドウシはアカネ科のもので、他はすべてヤブコウジ科の植物で

ある。 

林床に、緑が映えるヤブコウジ 

冬枯れの陽ざしの中に 
映えるヤブコウジ



十両の値がつくヤブコウジは草本と見紛うばかりに小

さな常緑の木本である。茎は地面を這い、その先端は立ち

上がるが高さはせいぜい 30cm 以下、枝先の上部 2節ほどに

楕円形の葉を数枚輪生する。盛夏の頃、その葉腋に白色の

小さな花を数個下向きにつける。これが冬になると赤いつ

やつやした実に熟し、濃緑の葉とのコントラストが美しい。

この緑葉紅実のヤブコウジは昔から瑞祥の縁起物として

蓬莱
ほうらい

台
だい

の上などに飾られ、正月の祝儀に良く使われてきた。 

和歌の世界では、俳諧と違って古くから歌の題材となっており、万葉集ではヤマタチバ

ナとして詠まれている。大伴家持は師走に降る雪を見て、次の歌を作っている。 

 

この雪の消
け

残る時にいざ行かな山橘の実を照るも見む（巻 19・4226） 

 

この雪が消えてしまわぬうちに、さあ早く山へ行こう。ヤブコウジの赤い実が雪の間か

ら美しく照り輝いている姿を見るために、というのが歌意。わざわざ赤い実を見るために、

寒い雪の中を歩いていこうとする健康的な歌である。当時の人々は、ひそやかに照り輝く

ヤブコウジの実に大変な魅力を感じていたようで、古今集に紀友則
きのとものり

は次の歌を残している。 

 

我が恋を忍びかねてはあしひきの山橘の色に出ぬべし 

 

 
[写真は八幡町にて山本撮影] 

 

注）『日本書紀』によると、垂仁天皇の病気が治るようにと、臣下の田
た

道間
じ ま

守
も り

が海のかなた遠くにある仙人の土地に出かけて、柑橘類の果実

を持ち帰ったが、その時すでに天皇は亡くなっていたという。 

初詣の参拝者を待つヤブコウジ 


